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特派員の目 ソウル

　

韓
国
で
長
期
に
わ
た
っ
て
服
役
し

て
い
た
北
朝
鮮
の
元
兵
士
や
元
工
作

員
ら
が
8
月
、
北
朝
鮮
へ
の
送
還
を

求
め
る
請
願
を
韓
国
政
府
に
提
出
し

た
。
そ
の
一
人
、
ア
ン
・
ハ
ク
ソ
プ
さ
ん
（
95
）
は
朝
鮮
戦

争
（
1
9
5
0
～
53
年
）
中
に
韓
国
側
に
逮
捕
さ
れ
、
転
向

を
拒
ん
で
約
42
年
間
服
役
し
た
。
記
者
は
2
0
2
4
年
11
月

に
南
北
軍
事
境
界
線
に
近
い
北
西
部
・
金
浦
市
の
民
間
人
統

制
区
域
を
取
材
し
た
際
に
会
っ
た
。

　

出
会
っ
た
施
設
内
に
は
養
子
縁
組
を
し
た
娘
の
美
術
家
が

作
っ
た
と
い
う
「
反
米
」
や
「
反
資
本
主
義
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
。

　

ア
ン
さ
ん
は
朝
鮮
戦
争
を
「
南
北
戦
争
じ
ゃ
な
い
、
朝
鮮

と
米
国
と
の
戦
争
だ
。
米
軍
は
強
盗
だ
」
と
強
調
し
た
。
日

本
の
植
民
地
支
配
も
厳
し
く
批
判
。
北
朝
鮮
が
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
兵
士
を
派
遣
し
た
の
は
「
う
そ
だ
」
と
の

主
張
も
展
開
し
た
。
記
者
と
一
緒
に
区
域
に
入
っ
た
韓
国
人

は「
一
般
的
な
韓
国
人
の
見
解
だ
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

非
常
に
偏
っ
て
ま
す
か
ら
」
と
動
揺
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
と
、
ア
ン
さ
ん
は
韓
国
・
江

華
島
の
出
身
で
、北
朝
鮮
軍
に
入
隊
。
53
年
に
逮
捕
さ
れ
て
、

95
年
に
出
所
し
た
。
逮
捕
後
、
当
局
か
ら
拷
問
を
受
け
、「
歯

が
ほ
と
ん
ど
抜
け
た
」。
投
獄
さ
れ
た
仲
間
は
精
神
を
病
ん

だ
り
、
自
殺
し
た
り
し
た
人
も
多
く
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で

も
転
向
し
な
か
っ
た
の
は
「
人
に
は
政
治
的
生
命
と
生
物
学

的
生
命
が
あ
り
、
政
治
的
生
命
が
な
け
れ
ば
動
物
と
同
じ
だ

か
ら
だ
」
と
説
明
す
る
。

　

非
転
向
を
表
明
し
た
長
期
囚
を
巡
っ
て
は
、
00
年
の
南
北

首
脳
会
談
を
契
機
に
、
63
人
が
送
還
さ
れ
た
。
当
時
、
ア
ン

さ
ん
は「
米
国
が
朝
鮮
半
島
か
ら
出
て
い
く
ま
で
闘
争
す
る
」

と
送
還
を
拒
否
し
た
。
以
降
、
25
年
間
、
送
還
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
ア
ン
さ
ん
は
体
調
が

急
速
に
悪
化
し
、「
死
ぬ
前
に
北
朝
鮮
に
行
き
、
埋
葬
さ
れ

た
い
」
と
送
還
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

韓
国
統
一
省
は
人
道
主
義
の
観
点
か
ら
「
検
討
す
る
」
と

し
て
い
る
。
た
だ
課
題
は
多
い
。
北
朝
鮮
側
は
公
式
的
な
反

応
は
見
せ
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
は
23
年
に
南
北
を
「
敵
対
的

な
2
国
家
関
係
」
だ
と
宣
言
し
、
対
話
は
断
絶
し
て
い
る
。

　

ア
ン
さ
ん
の
意
見
に
は
賛
成
で
き
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、
分
断
の
悲
劇
の
爪
痕
の
よ
う
な
存
在
だ
。
韓
国
社
会
で

は
南
北
問
題
へ
の
関
心
は
年
々
、
低
下
し
て
い
る
が
、
問
題

は
解
決
し
て
い
な
い
の
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

日下部元美

北
朝
鮮
へ
行
く
こ
と
を
望
む
人
々


